
令和７年度 第３回浄水地域会議 会議録 
 
■ 日 時  令和７年７月９日（水） 午後７時 ～ 8時 
■ 場 所  浄水交流館 大会議室 
■ 出席者   

■ 内 容 
（１）移動支援に関する取組事例について （※市交通政策課協力） 
（２）移動支援に関する今後の進め方の整理 

 
■ 議事内容（要約） 
 移動支援の取組推進にむけて、他地域の事例を参考に、今後の進め方を整理した。 
 ・今後共助交通の検討にあたり、通院・買い物・公共交通機関へのアクセスなど、支援を優先

すべき場面を把握し、支援の対象を絞り込んでいく必要がある。 
 ・利用目的に応じて、定期運行か個別運行どちらの手法が適切かどうか見えてくる。例えば、

買い物に絞るのであれば、定期運行が適しているのではないか。 
 ・浄水地域は基幹交通が比較的充実している。それ以上の移動支援となると、電話等で予約可

能な個別運行の支援をベースに考えていくことが有効なのではないか。 
 ・定期運行が整備されていても、通院を目的とした利用では、運行時間と合わない場合があり

困っている声を聞いている。また、バス路線から離れて住んでいる方や、バスが通っていな
い目的地への移動に困っている方もいる。 

・介護認定を受けている方にはタクシー料金の助成があるが、近距離移動だと嫌がられないか、
心理的に使いづらいことがあると聞く。共助交通によりその負担感が軽減されるとよい。 

 ・対象者の人数によって、自己負担の割合も変わってくる可能性がある。この点についても、
今後検討していく必要がある。 

 ・制度をスタートしても利用者がいない状況は避けたい。ニーズを把握するために AI等を活
用したアンケートの実施が有効ではないか。その結果により、最適な提供手法も導き出せる
と考えられる。 

 ・アンケートも重要だが、設計・整理に時間を要する。いきなり本格運用のための準備をする
より、まずは身近な声を基に、小規模・限定的なエリアで試験的に運用してみて、利用実態
を把握することも有効なアプローチではないか。 

 ・伊保原自治区では、選挙時の移動支援や利用者アンケートが予定されている。取組を通じて
見えてくる利用実態を地域会議で共有しながら、今後の方向性を話し合い、自治区役員を中
心とした取組の素案づくりや試験的実施につなげていく流れが望ましいのではないか。 

 
 ■ 今後の予定  
  令和７年度第４回浄水地域会議 
  令和７年８月６日（水）午後７時～ 浄水交流館大会議室にて 
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